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第２７回アジア太平洋地域（ＡＰＲ）スカウト会議 

日本代表団概要報告 (2022.3.02.現在) 

 
 

会議名： 第２７回アジア太平洋地域（ＡＰＲ）スカウト会議 

主 催： 世界スカウト機構アジア太平洋地域（ＡＰＲ） 

期 間： ２０２２年２月１５日（火）～２月２１日（月） 

     ＊２月１７日・２０日を除く５日間 

場 所： オンライン開催 

＊当初、２０２１年９月に台湾で開催が予定されていたが、新型コロナウイルス感染拡大の

影響で、ＡＰＲ各国スカウト連盟による電子投票で２０２２年２月の開催に延期された。そ

の後、新型コロナウイルスの影響が収まらないことから、台湾連盟からの申し出により、オ

ンラインでの開催に変更された。 

テーマ： Adapting to a Changing World（変化する世界への適応） 

参加費： 無料 

 

日本代表団： 代表６人、オブザーバー１１人、職を持って参加した者３人、合計２０人 

＜代表６人＞ 

１．水野 正人 日本連盟理事長（首席代表） 

２．福嶋 正己 日本連盟コミッショナー 

３．出田 行徳 常務理事（次期 APR Governance Sub-Committee 候補者） 

４．中野 まり 国際副コミッショナー 

（嶋田国際コミッショナー・松平国際副コミッショナーはＡＰＲの立場で参加） 

５．小林 千乃 青年代表（第１０回ＡＰＲスカウトフォーラム日本代表団代表） 

６．大久保秀人 事務局長（次期 APR Educational Methods Sub-Committee 候補者） 

＜オブザーバー最大１４人＞ 

７．佐野 友保 専務理事 

８．膳師  功 常務理事 

９．笹渕 真子 理事・国際委員長 

１０．片寄  明 千葉県連盟コミッショナー（次期 APR Youth Engagement Sub-Com 候補者） 

１１．小池さくら （第１０回ＡＰＲスカウトフォーラム日本代表団代表） 

１２．北村 梨沙 （第１０回ＡＰＲスカウトフォーラム日本代表団オブザーバー） 

１３．大竹 晴登 （第１０回ＡＰＲスカウトフォーラム日本代表団オブザーバー） 

１４．吉村  敏 事務局次長 

１５．佐藤 栄保 事務局長付 

１６．吉田 克己 事務局コミッショナー・国際担当 

１７．大高  駿 事務局国際業務他担当 

＜ＡＰＲの職をもって参加した者＞ 

１８．嶋田  寛 ＡＰＲスカウト委員会第一副委員長 

１９．松平 賴昌 ＡＰＲコミュニケーション・パートナーシップ小委員会委員長 

（次期 APR Social Impact Sub-Committee 候補者） 

２０．村山  正 ＡＰＲ財団運営委員（次期継続候補者） 

 

この他、鈴木令子 相談役がＡＰＲ表彰委員として表彰式等に出席した 

 

参加者数：ＡＰＲ内３０の国と地域の連盟から５５０人以上 

国名の次の（ ）内は代表の人数・オブザーバー人数は除く 

アフガニスタン（６）、オーストラリア（６）、バングラデシュ（６）、ブータン（６）、ブルネイダルサラム（６）、 

カンボジア（５）、台湾（５）、フィジー（４）、香港（６）、インド（５）、インドネシア（６）、日本（６）、キリバス（６）、

韓国（６）、マカオ（６）、マレーシア（６）、モルジブ（６）、モンゴル（６）、ミャンマー（６）、ネパール（６）、 

ニュージーランド（６）、パキスタン（６）、パプアニューギニア（６）、フィリピン（６）、シンガポール（６）、 

ソロモン諸島（６）、スリランカ（５）、タイ（５）、東ティモール（６）、ベトナム（６）  
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日程表： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主要日程：２月１５日（火） 各国連盟首席代表会議・開会式・ 

     ２月１６日（水） 全体会議・ＡＰＲ委員選挙・ＡＰＲスカウト財団会合 

     ２月１８日（金） 分科会・パートナー組織等の説明・国際・チーフコミッショナー会合 

     ２月１９日（土） 全体会議、次回会議選挙、今後の行事 

     ２月２１日（月） 会議決議・表彰式・閉会式 

 

 

日本代表団の準備： 

  会議に先立ち、２月２日（水）に日本代表団の打ち合わせをオンラインで行い、各決議案への賛否、

ＡＰＲスカウト委員選挙等について、対応を検討した。 

会議参加者全員にＷＯＳＭセーフ・フロム・ハームのｅラーニングを事前に２コース履修すること

が求められ、日本代表団は全員修了した。 

会議期間中には、日本代表団の連絡用オンライン会議を設定し、投票にあたって水野首席代表より

説明と確認があり、日本連盟としての対応を行った。 
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会議の概要と日本代表団の取り組み 
（記載の時間は日本時間） 

 

１．各国連盟首席代表会議 

 ２月１５日（火）１３時から１４時３０分までの１時間３０分、ＡＰＲスカウト委員会と各国主席代

表による会議が開催され、会議日程、議題等の確認が行われた。 

日本連盟からは、水野理事長（首席代表）と事務局１人が出席した。また、主催者として嶋田ＡＰ

Ｒスカウト委員会第一副委員長が出席した。 
 

２．開会式 

 ２月１５日（火）１５時から１６時まで、開会式が行われ、主催者としてのＡＰＲスカウト委員会、

各小委員会委員長、世界スカウト委員長と関係委員、ＷＯＳＭ事務総長と各地域事務局長、ＡＰＲスタ

ッフ、ゲストの紹介の後に、参加国連盟の紹介が行われた。出席者は、ＡＰＲ内の３０の国と地域の連

盟から５５０人以上とのアナウンスがあった。 

 

３．会議開催の手続き（準備セッション） 

２月１５日（火）１６時から１６時３０分まで、準備セッションとして、物故者への黙祷、会議手

続き規則の確認、会議関係者の任命ＡＰＲ委員候補者９人の紹介が行われた。 
 

４．ＡＰＲ３年次報告 

 ２月１５日（火）１６時３０分から１７時４５分まで、２０１８年から２０２１年までの３カ年報告

がＡＰＲスカウト委員会のラスディ委員長、嶋田第一副委員長、ソンブーン第二副委員長より行われた。

続いて、ＡＰＲ監事報告が行われた。 

 

５．各種報告・挨拶 

２月１６日（水）１５時から１６時０５分まで、世界スカウト機構事務総長委、世界スカウト委員会

委員長の報告があり、続いてＡＰＲスカウト財団運営委員長の報告、第１０回ＡＰＲスカウトユースフ

ォーラムとＡＰＲ・ＣＬＴの報告があった。 

 

６．アクションタイム・プレゼンテーション 

 ２月１６日（水）１６時４５分から１７時５５分まで、コロナ禍におけるサービス、加盟員維持と募

集拡大事例、ＧＳＡＴ、ＷＯＳＭサービスに関するビデオによるプレゼンテーションが行われた。 

 

７．ＡＰＲスカウト委員半数改選 

 ２月１６日（水）１６時０５分から、任期を２０２２年から２０２８年までの６年間とする委員５人

の選挙が行われた。立候補者は、ブータン、台湾、インド、インドネシア、韓国、マレーシア、モルジ

ブ、モンゴル、ネパールからの９人で各国連盟の代表により電子投票が行われた。当初立候補していた

シンガポールの候補者は選挙前に辞退した。選挙結果は、次の５人が新委員に決定した。 

 

1. Mr Yung-Chin Yang – 台湾 

2. Mr Brata Tryana Harjosubroto – インドネシア 

3. Mr Simon Hang-Bock Rhee – 韓国 

4. Mr Mohd Zin Bidin – マレーシア 

5. Ms Aishath Ahlam – モルジブ 

 

８．新ＡＰＲスカウト委員会の編成 

 委員改選に伴い新委員５人に２０１８年から２０２５年までの任期の委員５人、更にＡＰＲ・ＲＹＲ

代表１名を加え、１１人で編成され、委員の互選で委員長、副委員長が選任された。（発表は２月１８日） 
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＜２０２２年～２０２５年 ＡＰＲスカウト委員会＞ 

 委員長  Mr. Dale B. Corvera, Philippines（委員任期：2018-2024） 

   第一副委員長 Mr Simon Hang-Bock Rhee, Korea（委員任期：2022-2028） 

 第二副委員長  Dr. Somboon Bunyasiri Thailand（委員任期：2018-2024） 

 委員   Mr. Hiroshi Shimada, Japan（委員任期：2018-2024） 

 委員   Mr. Elston Hynd, Australia（委員任期：2018-2024 

 委員   Mr. Mohammad Rafiqul Islam Khan, Bangladesh（委員任期：2018-2024） 

 委員  Mr Yung-Chin Yang, Taiwan（委員任期：2022-2028） 

委員  Mr Brata Tryana Harjosubroto, Indonesia（委員任期：2022-2028） 

委員  Mr Mohd Zin Bidin, Malaysia （委員任期：2022-2028） 

委員  Ms Aishath Ahlam, Maldives（委員任期：2022-2028） 

 

９．ＡＰＲ各小委員会等 

 新ＡＰＲスカウト委員会による協議に基づき、各小委員会の委員長、副委員長、委員が発表された。

日本からは次の４人が小委員会委員に選任された。（発表は２月１９日） 

 

ソーシャル・インパクト小委員会      委員長 松平 賴昌（国際副コミッショナー） 

ユース・エンゲージメント小委員会   委 員 片寄  朗（千葉県連盟コミッショナー） 

エデュケーショナル・メソッド小委員会   委 員 大久保秀人（事務局長） 

ガバナンス小委員会            委 員 出田 行徳（常務理事） 

 

ダイバーシティ・インクルージョン小委員会、コミュニケーション＆パートナーシップ小委員会には、

日本連盟から委員候補者の推薦は行わなかった。 

 

１０．分科会（Break Out Groups） 

 ２月１８日（金）１６時４５分から１９時３０分まで、次の１１テーマ別に２枠の分科会が行われ、

日本代表団は次のとおり参加した。（参加者名の敬称略） 

 

(1) ＡＰＲ計画 2022-2025Ａ（福嶋、大久保、大高） 

 (2) ＡＰＲ計画 2022-2025Ｂ（福嶋、大久保、大高） 

(3) 財務能力の構築（吉村、吉田） 

(4) ＷＯＳＭサービス（中野、松平、佐藤） 

(5) パンデミック後の世界における私たちの運動の拡大（吉村、大竹、松平） 

(6) ＧＳＡＴ－あなたの国のスカウト連盟を世界標準に（出田、小池） 

(7) 持続可能性（水野、北村、佐藤） 

(8) 意思決定への青年の関与（片寄、小林、小池） 

(9) 手を差し伸べる（片寄、北村） 

(10) 加盟員拡大、位置づけ、影響力のアドボカシー（中野、小林、吉田） 

(11) セーフ・フロム・ハームの遵守（水野、出田、大竹） 

 

１１．他団体・関係組織の活動紹介 

 ２月１８日（金）１５時４０分か１６時３０分まで、ビデオによりエジンバラ国際アワード、エリッ

クフランク・トラスト、オープンマッピングハブ、ＫＩＳＣ、スンチョンスカウトセンター、世界スカ

ウト財団の活動紹介が行われた。 

 

１２．各国スカウト連盟のベストプラクティス紹介 

 ２月１８日（金）と１９日（土）の１３時から各１時間、ビデオにより各国スカウト連盟の最良成功
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事例紹介が行われた。１８日は、オーストラリア、バングラデシュ、台湾、香港、インド、１９日には

インドネシア、日本、ニュージーランド、フィリピン、スリランカ、タイの順で各５分上映された。 

日本連盟は、澤 社会連携・広報委員長による「ワクワク自然体験あそび」のビデオで紹介した。 

 

１３．今後のＡＰＲおよび世界行事の紹介 

 ２月１９日（土）に今後のＡＰＲおよび世界行事のプレゼンテーションが行われた。 

 

- 第３２回ＡＰＲスカウトジャンボリー（２０２２年バングラデシュ） 

- 第２５回世界スカウトジャンボリー（２０２３年韓国） 

 - 第４３回世界スカウト会議（２０２４年エジプト） 

 - 第１７回世界スカウトムート（２０２５年ポルトガル）  

 

１４．今後のＡＰＲ行事招致 

 ２月１９日（土）に今後のＡＰＲ行事招致として、２０２５年開催の第２８回ＡＰＲスカウト会議と

関連行事のプレゼンテーションが行われた。当初は３カ国連盟が立候補していたが、今回の台湾で予定

されていた会議と関連行事がオンラインに変更されたことを考慮し、２カ国が立候補を辞退し、台湾の

みの立候補となり、信任投票の結果、台湾での開催が決定した。 

 

＜台湾連盟の提案＞ 

① 第２８回ＡＰＲスカウト会議 

    提案期間 ２０２５年１０月２７日～１１月１日 

② 第１１回ＡＰＲスカウトユースフォーラム 

    提案期間 ２０２５年１０月２３日～２６日 

③ ＡＰＲコースフォーリーダートレーナー 

    提案期間 ２０２５年１０月２０日～２６日 

 

１５．ＡＰＲ規約改正 

 ２月１９日（土）１６時からＡＰＲ規約改正案の説明があり、ＡＰＲ各委員会への青年の関与と、Ｙ

ＡＭＧがＲＹＲに変更となったことに伴う改正が投票の結果承認された。 

 

１６．会議決議 

 最終日の２月２１日（月）に各国スカウト連盟とＡＰＲスカウト委員会、ＡＰＲフォーラム等から提

出された決議案について決議起草委員により説明があり、各国連盟代表団による協議が行われた。 

 決議は、今回の会議開催・運営への協力者に対する「感謝決議」、および「実務決議」が採択された。

（決議文は７ページ以降を参照） 

 

１７．表彰式 

 最終日の２月２１日（月）にＡＰＲ表彰の表彰式が行われ、日本連盟は次の４人が受章した。 

 

ＡＰＲ特別功労章(APR Award for Distinguished Service) 

中野まり 国際副コミッショナー 

(元世界スカウト委員、ＷＯＳＭコンサルタント、世界名誉表彰委員会委員長) 

 

ＡＰＲ委員長章(APR Chairman's Award) 

松平賴昌 国際副コミッショナー 

(ＡＰＲコミュニケーション・パートナーシップ小委員会委員長) 
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ＡＰＲ功労表彰(APR Certificate of Good Service) 

近藤明彦 元ＡＰＲスカウティングプロファイル小委員会委員、マネージメント小委員会委員 

片寄 朗 元ＡＰＲアダルトインスカウティング小委員会委員 

 

１８．閉会式 

 ２月２１日（土）１９時３０分から、ＡＰＲスカウト委員会の新旧委員長の挨拶、ＡＰＲ地域事務局

長の挨拶で閉会した。 

 

１９．会議期間中の諸行事（全てオンライン開催） 

 会議期間中に次の会合が１９時３０分から開催され、日本代表団からは関係者が出席した。 

(1) ＡＰＲスカウト財団ギャザリング ２月１６日（ＡＰＲ財団会員） 

(2) 国際コミッショナー会合 ２月１８日（嶋田国際コミッショナー） 

(3) チーフコミッショナー会合 ２月１８日（福嶋日本連盟コミッショナー） 

(4) ＡＰＲパラバー ２月１８日（中野国際副コミッショナー） 

(5) ＡＴＡＳ会合 

(6) ＡＰＥＳ会合 

 

２０．会議前に開催された関連行事への参加（全てオンライン開催） 

（１）第５回ＡＰＲ各国スカウト連盟事務局長会議 

１月２３日（日）から１月２４日（月）まで、ＡＰＲ委員会の運営により、ＡＰＲ各国スカウト連

盟事務局長会議が２０スカウト連盟の事務局長が参加して開催され、日本連盟からは大久保事務局長

が参加した。会議では、加盟員拡大、教育手法、コミュニケーションとパートナーシップ、ＷＯＳＭ

サービス、ＡＰＲ新３カ年計画等に関する情報共有と意見交換が行われた。 

 

（２）ＡＰＲコース・フォー・リーダートレーナー（ＣＬＴ） 

  ２月４日（金）から２月１３日（日）まで（２月７日・１１日を除く）８日間開催され、日本連盟

からは大久保事務局長がＡＰＲアダルトインスカウティング小委員会委員としてスタッフで参加し

た。 

 

（３）第１０回ＡＰＲスカウトユースフォーラム 

２月９日（水）から２月１３日（日）まで（２月１１日を除く）４日間開催され、ＡＰＲ内２５ス

カウト連盟から１８６人（代表５０人、オブザーバー１３６人）が参加し、日本連盟からは今回の会

議に参加した４人の青年参加者が代表（小林・小池）とオブザーバー（大竹・北村）として参加した。 

 

２１．その他 

（１）世界スカウト委員との会合 

  会議初日の２月１５日（火）１９時３０分から約１時間、世界スカウト委員と日本代表団との会合

が行われ、水野首席代表から新型コロナウイルス感染拡大の中での対応、ワクワク自然体験あそび、

セーフ・フロム・ハーム、日本連盟１００周年等について説明を行った。 

 

以 上  
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第２７回アジア太平洋地域（ＡＰＲ）スカウト会議 

２０２２年２月１５日～２１日 

会 議 決 議 

（2022.3.02.現在仮訳） 

 
01/22 感謝決議 
 
２０２２年２月１５日から２１日にフィリピンのリサールからオンラインで開催された第２７回ＡＰＲスカ
ウト会議の成功は、以下の方々の貴重な貢献と支援によるものであり、感謝とお礼を申し上げる。 

 
1.1/22 ＡＰＲスカウト委員会、およびその議長 H.E. アーマド・ラスディを始め退任する 5 人のメンバー

は、会議のセッションとイベントの設計、企画、運営において指導を行った。 
 
1.2/22  会議セッションに積極的に参加し、ベストプラクティスやアクションタイムのプレゼンテーショ

ンを共有し、分科会に参加し、会議の集会で親善と友好の精神を共有した代表団とオブザーバーの
方々。 

 
1.3/22 「第１０回ＡＰＲユースフォーラム」（バーチャル）のオープンな意見交換と実りある議論を行っ

た企画チーム、オーガナイザー、リソースパーソン、参加者の皆さん。 
 

1.4/22 「コース・フォー・リーダートレーナー」（バーチャル）の企画チーム、主催者、リソースパーソ
ン、参加者、研修チーム、スタッフ、セッションの成功に向けた献身的な支援とサービス。 

 
1.5/22 ＡＰＲ各小委員会は、３年間に提示されたタスクの達成に時間、専門知識、およびリソースを費や

してくれたこと。 
 
1.6/22 Andy Chapman 氏率いる世界スカウト委員会は、世界のスカウト運動のビジョン、価値観、団結を

強化する刺激的なメッセージを発信してくれた。 
 
1.7/22 ＷＯＳＭ事務総長 Ahmad Alhendawi 氏、世界スカウト事務局グローバルサポートセンターと全地域

サポートセンターのスタッフ、会議の前後での様々な打合せでの指導、積極的な参加、貢献してく
れた。 

 
1.8/22 J. Rizal C Pangilinan ＡＰＲ事務局長、および世界スカウト事務局ＡＰＲサポートセンターのス

タッフの会議の準備、調整、運営における努力、献身、熱意。 
 
1.9/22 私たちのパートナー団体とゲスト、エジンバラ公国際アワード、エリック・フランク・トラスト、

オープンマップ・ハブ - アジア・パシフィック、カンダーシュテーク国際スカウトセンター、ス
ンチョンＡＰＲスカウトセンター、世界スカウト財団。 

 
1.10/22 小委員会審査委員会、決議委員会、選挙立会人など、本大会の任命権者は、大会決議を通じ、シス

テムを整備し、新しい３年間が有望なことを確認すべく、特別な時間と労力を注いでくれた。
2022-2025 年の小委員会審査委員会には、地域別小委員会におけるバランスの取れたメンバー構成
を確保するために、たゆまぬ努力を続けていただき、特に感謝申し上げる。 

 
1.11/22 会議の流れや進行を指導した会議役員、司会者、議長には、貴重な才能、時間、熱意、エネルギー

を発揮していただき、会議のバーチャルへの移行と配信をさらに魅力的で若者に適したものにする
ことができた。 

 
1.12/22 国際コミッショナー会合、チーフコミッショナー会合、APR 座談会、世界スカウト・コミュニケー

ション・ネットワーク、ＡＰＲスカウ財団会合、文化・国際の夕べ、ＡＴＡＳ会合、ＡＰＥＳ会合
の主催者及び参加者の方々。 

 
1.13/22 「セーフ・フロム・ハーム」ボランティアは、世界中の若者のためにスカウトを安全に保つための

包括的なプレゼンテーションを行い、セッション中にオンラインチャットで代表やオブザーバーか
ら寄せられたすべての質問に辛抱強く答えてくれた。 

 
1.14/22 フィリピン連盟理事、連盟スタッフ、連盟スカウト、ボランティアの方々には、大会期間中、計り

知れないほどのご支援、積極的なご協力、ご出席をいただいた。 
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1.15/22 制作チームには、時間、労力、専門知識、スキルを駆使してコーディネートしていただいた。音

声、映像、ライブストリーミングなど、様々な面でサポートさせていただいた。Facebook や
YouTube、現場でのプレゼンテーション、ズームアップなどをシームレスに行うことができた。彼
らの存在により、このバーチャル会議は、世界中のスカウトに届くようになった。 

 
1.16/22 The JM's Place のスタッフは、美味しい食事、完璧な設備を準備し、組織チーム、サポートスタ

ッフ、制作チームの滞在を快適なものにしてくれた。 
 
 
 
 

実 務 決 議 
 
 
02/22 各国連盟の青少年の関与に関する方針の開発、見直し、改良に関する支援 
 
スカウト会議は、 

- 青少年の関与を教育方法の中核的構成要素として認識し、 
 

- 青少年の関与の効果的な実施の方向性を示す「青少年の関与に関する世界戦略」と「青少年の参画
に関する世界方針」を参照し、 
 

- すべての年齢層と意思決定機関に対する明確な組織、ツール、プロセス、目的、および指標を含む
青少年参加に関する各国連盟方針の数を増やすこと。 

 
 ＡＰＲスカウト委員会は、各国連盟が青少年加盟員のニーズに対応できるような各国連盟青少年の関与

に関する戦略を地域化、開発、あるいは適切な場合には見直し、改良することへの支援を要請する。 
 

 前述の「各国連盟の青少年の関与に関する戦略」は以下のようなものであることを推奨する。 
 

1. 「各国連盟の青少年プログラム方針」、「各国連盟のスカウティングにおける成人に関する方針」およ
び、各国連盟の委員会およびガバナンス組織の職務権限/規程上の要件と密接に関連させ： 

2. 「青少年の参画に関する世界方針」と「青少年の関与に関する世界戦略」を参考に、各年齢層での「青
少年の参画」「青少年の参加」「青少年の能力強化」の概念を定義し、詳細に明文化し： 

3. 隊、地区、地域、国連盟レベルにおいて、あらゆる年齢の若者のための学習の機会を特定し： 
4. 青少年の貢献と成果を認め： 
5. 委員会や統治機関を含む意思決定機関において、若者の代表を増やし： そして、 
6. 少なくとも２年に１度は実施の監視と評価をすること。 

 
これは、2022-2025 年の３カ年の終わりまでに実施する必要がある。 
 
 
03/22 各国連盟の重要な意思決定機関に関わる若年成人代表の確保 
 
スカウト会議は、 

- 世代間の協力と、意思決定への有意義な青少年の参加の重要性を認識し、 
 
- スカウティングのあらゆるレベルの意思決定機関に、より多くの若者を参加させることにより、若

者の参画を増やすという目標を強調した「青少年の関与に関する世界戦略」を認識し、 
 

- 地域の青少年の関与に関する目標を青少年の関与に関する世界戦略と一致させることの重要性を
信じ、 

 
- 意思決定への青少年の関与を促進し続けるため、組織的な後押しが必要であることを認識し、 

 
- ＡＰＲ計画 2018-2021 において、各国連盟組織、教育法委員会や青少年プログラム委員会の意思決

定プロセスに 30 歳未満の青少年を参加させることを再確認すること。 
 
 世界スカウト機構の主要目標 3.4 「ＷＯＳＭと運営構成加盟国連盟、地域、世界レベルの主要な意思決
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定組織に少なくとも４０％の青少年代表を確保するための基準を高め、彼らの完全な参画を支援する」
にある「青少年の関与に関する戦略」の文章を採用し、： 
 

 ＡＰＲスカウト委員会は、青少年層が意思決定プロセスに積極的に参加できるよう、各国連盟の意思決
定組織の４０％または最低２名のメンバーが３０歳未満であることを保証するよう各国連盟を支援する
ことを要請する。また、そのようなグループの全メンバーは、平等に投票権と意思決定権を持つことが
望ましい。 

 
 ＡＰＲサポートセンターとＡＰＲスカウト委員会からの支援は、この目標に向かって前進する準備がＡ

ＰＲ各国連盟で様々なため、世代間対話トレーニング、ワークショップ、成功事例共有セッション、セ
ミナーなどを開催することを推奨する。 

 
これは、2022-2025 年の３カ年の終わりまでに実施する必要がある。 
 
 
04/22 ＡＰＲにおける環境・社会・経済の持続可能性の促進に関する施策 
 
スカウト会議は、 

- 第４２回世界スカウト会議決議第 2021-08 号に、「世界スカウト委員会と世界スカウト事務局に対
し、次期スカウト戦略策定時にＳＤＧｓで示された環境の持続可能性を重要な構成要素として設定
し、スカウティングの次期戦略開発の際、自然保護活動を強化することで、地域社会が気候災害か
らより強くなり、私たちが環境に与える影響を補うことができる」ことを含んでいることを認識し、 

 
- 第４２回世界スカウト会議決議第 2021-08 号「スカウト会議は、加盟団体に対し、アーストライブ

およびその他の世界的および各国連盟主導の環境保護教育を、各国連盟のプログラムに一層統合さ
れるよう要請する。」が含まれることを確認し、 

 
 ＡＰＲスカウト委員会に対し、ＡＰＲ計画 2022-2025 に示された「目標」等を通じて、ＳＤＧｓに示さ

れる環境持続性、社会・経済問題への取り組みを重要な枠組みとして継続するよう要請し、 
 
 ＡＰＲスカウト委員会に対し、「メッセンジャー・オブ・ピース」や「スカウティング・フォー・ＳＤＧ

ｓ」といった取り組みを通じ、国レベルでの自然保護活動の強化を支援するよう要請し、 
 
 ＡＰＲスカウト委員会に対し、地球温暖化や気候変動と戦うために「アーストライブ」の活動やその他

の環境教育プログラムを地域に根付かせることを強く要請し、 
 
 ＡＰＲサポートセンターが、ＷＯＳＭを通じ各国連盟が「アーストライブ」主導や各国連盟環境プログ

ラムを取り入れ、ローカライズするよう支援サービの提供を要請する。 
 
 
05/22 「地域と各国連盟における有意義な青少年参加への障壁の特定に関する報告書」の作成 
 
スカウト会議は、 

- 第４２回世界スカウト会議決議第 2021-07 号「ユース・アドバイザー制度と青少年の意思決定への
参画」と題する決議を想起し、 

 
- 「青少年の関与に関する世界戦略」の項目 5.1.2 と 5.3.1 には、次のように記載されていることを

認識する。 
 

“5.1.2 スカウト方式とユース・エンゲージメントの全要素の適用を強化するため、各国連盟青少
年プログラムの内容の見直しと設計を支援し”： 

 
“5.3.1 スカウト運動内およびスカウト活動外の意思決定における青少年の関与の増加への潜在的
な貢献を強化する目的で、あらゆるレベルの既存の組織、構造、仕組などのすべてを見直し、” 

 
- 地域における青少年の関与のさらなる必要性を認識し、 

 
 ＡＰＲスカウト委員会とＡＰＲサポートセンターに対し、ＡＰＲの加盟各国を対象とした調査を実施し、 

各国連盟内で世代間の対話と議論を行い、青少年参加に対する制度的、構造的、文化的障害とその 解決
策を調査することを要請し： 



－10－ 

 
 ＡＰＲスカウト委員会に対し、地域レベルおよび国家レベルで若者の参加を促進するために利用可能な

機会を特定し、報告書の調査結果に基づいて有意義な若者の参加を増やすためにこれらのレベルで起こ
すことができる行動を推奨するよう要請し： 

 
 ＡＰＲスカウト委員会に対し、ＡＰＲの加盟各国が若者の能力強化と意思決定への参画のために 適用可

能な実践的モデルやガイドラインを提言するよう要請し： 
 
 ＡＰＲスカウト委員会に対し、各国連盟内で行われた調査や議論の結果をまとめた報告書を作成するこ

と、また、あらゆるレベルにおいて有意義な青少年の参加を促進するために地域や国レベルで起こすこ
とのできる推奨行動を作成することを要請すること。この報告書は、第２８ 回ＡＰＲスカウト会議の開
催前にＡＰＲサポートセンターによって作成されるものとする。 

 
 
06/22 青少年および成人向けプログラムへのメンタルヘルスへの意識啓蒙の導入 
 
スカウト会議は、 

- スカウトがノンフォーマル教育を通じて若者の精神的成長を促進する運動であることを考慮し、 
 

- 成人が青少年を支援する役割を担っていることを認識し、 
 

- COVID-19 の大流行によって精神衛生上の問題が悪化していることを認識し、 
 

- 青少年に精神衛生に関する意識を教育し、認証制度を含め、心理的応急処置のスキルを身につけさ
せることの重要性を認識し、 

 
- メンタルヘルスプログラムのための、より信頼性が高く適切な授業計画のため、専門のメンタルヘ

ルス組織とのパートナーシップが推奨されることに留意し、 
 
 世界３カ年計画 2021-2024 の教育手法の戦略的優先事項である「青少年、スカウティングにおける成人、

地域社会の回復力、幸福、心の健康を育むため、各国連盟に促進するガイドラインを提供し、私たちの
全体的優先事項であるセーフ・フロム・ハームと関連づける」に含まれる文章を採用し： 

 
 各国スカウト組織が、「各国連盟青少年プログラム方針」と「各国連盟スカウティングにおける成人に関

する方針」に加え、「メンタルヘルスの意識向上」と「心理的応急処置」を導入することを強く要請し： 
 
 ＡＰＲスカウト委員会に対し、各国連盟の「青少年プログラム方針」および「スカウティングにおける

成人に関する方針」において、メンタルヘルスへの認識を盛り込むよう、各国スカウト組織を支援する
ことを要請する。 

 
 
07/22 YAMG コーディネーターフレームワークの見直し 
 
スカウト会議は、 

- 地域青年代表（ＲＹＲ）と彼らが代表する若者との間の効果的かつ効率的なコミュニケーションを
可能にすることで、改訂されたＹＡＭＧコーディネーターの枠組みは、より多くの青少年が意思決
定能力を開発し、地域レベルの異なる各国スカウト組織間の青少年の参加をより強化するものとな
る。 

 
- さらに、この関係者のコミュニケーション・リンケージは、若者の参加と意思決定に関して、各国

スカウト組織間がよりアクセスしやすく、魅力的な関係のための決定的な導管として機能すること
になることを指摘する。 

 
 ＡＰＲスカウト委員会に対し、ヤングアダルトメンバーグループ（ＹＡＭＧ）コーディネーターの構造

を見直し、適切であれば改訂することを推奨し： 
 

 適切であれば、改訂されたＹＡＭＧコーディネーターの枠組みは、以下の効果を持つものとし： 
1. より多くの青少年が意思決定能力を身につけられるよう、さらなる能力強化を行い、 
2. 地域レベルの様々な各国連盟の間で若者の参加を強化し、 
3. ＲＹＲと代表する若者たちとの間の効果的かつ効率的なコミュニケーションを確保すること。 
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 ２０１９年のＡＰＲスカウト委員会でヤングアダルトメンバーズグループ（ＹＡＭＧ）が地域青少年代

表（ＲＹＲ）に名称変更されるのに伴い、適切であればＹＡＭＧコーディネーターを「ＲＹＲコーディ
ネーター」と改名すること、および、 

 
 ＲＹＲコーディネーターは、ＡＰＲスカウトユースフォーラムに参加した青少年、または各国連盟が指

名した１８歳から２６歳までの青少年（各国連盟がＡＰＲスカウトユースフォーラムに参加しない場合）
から選出することを要請する。 

 
これは、2022-2025 年の３カ年計画の開始時に実施され、３カ年計画の終了時までに再評価される必要があ
る。 
 
 
08/22 ＡＰＲスカウトムートの復活 
 
スカウト会議は、 

- 地域開発に関する活動を体験し、地域内の他のスカウトのことを知るきっかけをさらに提供する。 
 

- スカウトのスキルと知識を統合し、再現可能な社会奉仕プロジェクトを通じて問題の解決策を提案
することを目的としていることを認識する。 

 
- 様々な社会奉仕プロジェクトを通じて、スカウトが国づくりや持続可能な目標にどのように貢献で

きるか、地域開発の祭典を紹介することに注目する。 
 
 ＡＰＲスカウト委員会に対し、ＡＰＲスカウトムート（ＡＰＲＳＭ）を出来れば３年ごとに開催し、世

界行事と重複しないよう一貫性を持たせて復活することを要請し： 
 

 より多くの加盟連盟を結びつけるために、若い成人が地域の他のスカウトと交流できるように、地域開
発イベントのショーケースとして開催するよう要請し： 

 
 ＡＰＲが「世界スカウト行事開催のためのＷＯＳＭガイドライン」を適宜採用し、必要に応じて修正す

ることを強く推奨し、同地域が合計３０の各国連盟で構成されていることを認識し： 
 
 ＡＰＲＳＭの開催地招致のための「世界スカウト行事招致のための行動規範」を採択する。次回のスカ

ウトムートの招致は、各３カ年におけるＡＰＲスカウト会議中に行うことができ、スカウトムートは順
に次の３カ年に開催されるものとする。 

 
これは、2022-2025 年の３カ年で実施し、３カ年ごとに見直すべきである。 
 
 
09/22 ＡＰＲの既存の３小地域組織への支援拡大 
 
スカウト会議は、 

- ＡＰＲは、地理的にインド洋、南シナ海、東シナ海、太平洋にまたがる非常に広い地域をカバーし、
世界のスカウト人口の約２／３を有していることを認識し、ＡＰＲは、1980 年代後半から、小地域
単位でプログラムや活動を組織することが運営上実行可能であると判断し、太平洋地域とインドに
エリアコミッショナーなどのシステムを導入し、 

 
- この現実を受け、ＡＰＲは、1990 年代の会議決議により、南太平洋小地域を正式に承認し、支援す

ることに同意し、南太平洋スカウト連盟協議会（CSPSA）という名称で自主的に結成された。この小
地域組織は、当初は少し休眠状態だったが、いくつかの資金提供や他のパートナーシップ、定期的
に開催される CSPSA のチーフコミッショナー集会を通じ、新しいイニシアチブに焦点を当てられた。
さらに、CSPSA の会合にはマネージメントやその他のトレーニングコースが併設され、これらは定
期的に開催された。これらの会議は持ち回りで開催され、技術的には異なる各国連盟が主催し、当
時ＡＰＲ事務所と呼ばれていたＡＰＲサポートセンターの管理・監督下におかれていた。CSPSA の
集いは、マニラにあるＡＰＲサポートセンターを通じて、技術的な面でもその他の面でも正式な支
援を受け続け、 

 
- 上記の発展を踏まえ、この CPSA の正式機能が継続する一方、他の小地域が出現し、この１０年ほど

運営されてきた。また、ASEAN 地域協力協会（ASARC）と南アジア連盟（SAANSO）という２つの小地
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域運営組織が、それぞれ独自の認可を受けている。これらの小地域組織は組織の活動を支援するた
め、独自に選出された事務局長と小地域の議長職を持ち、輪番制で業務を行う独自の仕組みを確立
し、 

 
- 上記を認識し、CSPSA、ASARC、SAANSO の３つの小地域組織は、共同で以下の議案を通し： 

 
 ＡＰＲスカウト委員会に以下の検討を呼びかける。 
 
 これらの小地域をさらに強化するために、協調してあらゆる支援を行い、 
 
 ＡＰＲサポートセンターが、ＡＰＲサポートセンターのすべての３カ年計画に、３つの小地域と協議

し、これら３つの小地域のニーズを特に対象としたプログラムや活動を含め： 
 
 ＡＰＲスカウト委員とＡＰＲサポートセンターのシニアスタッフが、可能な限りこれら３つの小地域で

開催される小地域活動に参加できるようにし、 
 
 ＡＰＲサポートセンターが、ＡＰＲ事務局長とＡＰＲスカウト委員長の３カ年報告書に、これら３つの

小地域に拡大された介入と支援を強調する規定を設けること。 
 
 
10/22 小委員会委員およびタスクフォース委員に対する各国連盟の推薦と承認 
 
スカウト会議は、 

- ＡＰＲの各小委員会及びタスクフォースにおいて、各国スカウト連盟は、それぞれの連盟の中で誰
が務めるべきかを決定する最適な立場にあることを認識し、 
 

- 各国連盟の事前の推薦や承認を得ることなくメンバーを任命することは、各国連盟への冒涜とみな
され、地域委員会は各国連盟と対立する立場に立たされる可能性があると考え、 

 
会議は、すべての小委員会およびタスクフォースメンバーについて、それぞれの連盟による推薦と承認を得
た後に任命されることを推奨する。 
 
 
11/22 ＡＰＲスカウト章の着用と使用 
 
スカウト会議は、 

- ＡＰＲスカウトロゴは、1950 年代、当時極東地域として知られていたときから、当地域で使用され
ていることに留意し、 

 
- 私たちは地域の一員であることを誇りに思っており、ＡＰＲスカウト委員もそうであるべきである

ことを認識し、 
 

- すべての地域のスカウト委員会は、統一性を示すために世界スカウト章を着用すべきであるとする
反論に留意し、 

 
- 統一は素晴らしいが、多様性の中での統一こそがスカウトのユニークさであり、各国連盟が独自の

ユニフォームとスカウトロゴを持つことが許されている理由であると信じ、 
 

- 私たちは一つの世界組織であることを認識し、地域ロゴの使用は強化されるべきであり、根絶させ
るべきではない。 

 
会議は、ＡＰＲスカウト章をＡＰＲスカウト委員がＡＰＲの制服の右ポケットに着用し続け、またＡＰＲス
カウト章をすべての公式行事、行事、広報資料、通信に使用し続けることを推奨する。 
 
 
12/22 地域委員と所属各国連盟の絆 
 
スカウト会議は、 
 

- 各国連盟で積極的に活動しているＡＰＲスカウト委員を有することは、弱みではなく、強みとして
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捉えられるべきであることを認識する。 
 

- ＡＰＲスカウト委員会が所属連盟に積極的に参加することは、ＡＰＲスカウト委員会の活動にもつ
ながるため、ＡＰＲスカウト委員会の活動を抑制するのではなく、むしろ奨励すべきであると考え
る。 

 
会議は、選出されたＡＰＲスカウト委員が引き続き自身の所属国連盟と強い絆を維持し、所属国連盟におけ
る既存の役職や任命を解除することを求めないものとする。 
 
 
13/22 地域スカウト委員のＧＳＡＴへの関わり 
 
スカウト会議は、 
 

- ＡＰＲの重要なリーダーとして、ＡＰＲスカウト委員はＧＳＡＴに積極的に参加し、各国連盟を直
接知り、その強みと弱みを理解して、良い提言を行い、提言の実施をサポートする必要があること
を考慮し、 

 
- また、積極的に関わることで、ＡＰＲスカウト委員は各国連盟間のベストプラクティスを収集し、

共有することができることに留意し、 
 
会議は、ＡＰＲスカウト委員が各国スカウト連盟のＧＳＡＴ評価に積極的に関与し、各国スカウト連盟にお
ける勧告の実施に支援することを推奨する。 
 
 
14/22 セーフ・フロム・ハームの開発と導入に向けた継続的な支援 
 
スカウト会議は、 
 

- 決議 9/18「セーフ・フロム・ハーム」に対する進捗状況として、ＡＰＲが２つの国連盟スカウト組
織に対し、「セーフ・フロム・ハーム方針」構築を支援し、スタッフ、ボランティア、コンサルタン
トに「セーフ・フロム・ハーム」に関する幅広いトレーニングを提供したことに留意し、 

 
- 2021 年の世界スカウト会議で可決された、会員資格の承認に関する会則の改正を認め、「指導者の

質、スカウティングに参加する児童・青少年・成人の安全な環境を確保するための方針と手順、指
導者研修組織、加盟員規模、および資源により、自立した加盟員に適切なサービスを提供し、加盟
員組織のすべての義務を引き受ける能力があることを証明するもの」とし、 

 
- 世界スカウト会議決議 2021-D で、各国スカウト連盟は 2025 年までに、スカウトにおける子ども、

若者、成人の安全な環境を確保するための方針と手続きを整備するよう与えられていることがＷＯ
ＳＭ加盟の条件となることを振り返り、 
 

 ＡＰＲが、各国スカウト連盟の居住国の規制法に準拠した青少年の安全な環境を確保するための「セー
フ・フロム・ハーム方針」とその手順の実施を支援するために、各国スカウト連盟に的を絞った支援を
提供することを要請する。 

 
 2025 年までにＡＰＲのすべてのスカウト連盟が「セーフ・フロム・ハーム方針」を導入することを強く

要請する。 
 
 ＡＰＲがアクセス可能な会議を開催し、すべての加盟連盟が参加して「セーフ・フロム・ハーム」のベ

ストプラクティスを学び、共有できるようにすることを要望する。 
 
 
15/22 各国連盟におけるリスニングイヤー支援ネットワークの実施展開 
 
スカウト会議は、 
 

- 2011 年の第２２回世界スカウトジャンボリーで初めて導入され、その後２回の世界スカウトジャン
ボリーで実施された「リスニングイヤー」（LE）システムを認識すること。以前は心理的なサポート
としてキャンプで使用されていたが、LE 支援ネットワークはスカウト活動の日々のベストプラクテ
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ィスやアプローチに拡大することが可能であり、 
 

- 青少年や地域社会における心の健康の重要性が高まっていることを考慮し、 
 

- COVID-19 の大流行によるメンタルヘルスの悪化に注意し、 
 

- ＷＯＳＭのセーフ・フロム・ハームモジュールトレーニングプログラム：ＳｆＨモジュール「話す
ことから歩くことまで」および過去のワールドスカウトジャンボリーのリスニングイヤーベストプ
ラクティスからの S.C.O.U.T-リスニングイヤーモデルのアプローチを認識し、 

 
 ＡＰＲスカウト委員会に対し、メンタルヘルスサポートの強化、メンタルヘルス意識の向上、ＷＯＳＭ

のセーフ・フロム・ハームのアプローチの強化のため、各国連盟におけるリスニングイヤー（LE）サポ
ートネットワークの開発を支援することを要請し： 

 
 さらに、各国連盟における「リスニングイヤー（LE）」支援ネットワークは、スカウトのための安全な空

間の実施を開始、支援、監督し、リスニングイヤー(LE)が専用のコミュニケーション手段を通じて話を
聞き、アドバイスを提供するプラットフォームを提供することを含むことが推奨され： 

 
 このネットワークは、心理的な応急処置の最初の窓口となり、さらに必要と判断された場合には、精神

保健の専門家に相談することでサポートされる。 
 
これは、第２８回ＡＰＲスカウト会議までに実施されるべきである。 
 
 
16/22 ＡＰＲ計画 2022-2025 の採択 
 
スカウト会議は、 
 

- 会議決議 12/18 のポイント３にある「ＷＯＳＭビジョン 2023 を達成するために、次期ＡＰＲ３カ
年プラン（2021-2024）を次期世界３カ年計画 2020-2023 と完全に整合させることを推奨する」こと
を認識し、 
 

- 2021 年の第１０回ＡＰＲスカウトリーダーズサミットにおいて、世界３カ年計画 2021-2024 を見直
し、次期ＡＰＲ計画への意見を提供した後、各国連盟リーダーのＡＰＲ計画 2022-2025 への貢献を
認め、 

 
- ＡＰＲ各小委員会がサミットの成果を検討し、ＡＰＲ計画の目標、ＫＰＩ、アクションステップを

起草したことを認識し、 
 

- 第２７回ＡＰＲスカウト会議の会議決議の諸条項を確認し、ＡＰＲ計画を確定する前に対処し、 
 

- さらに、第２７回ＡＰＲスカウト会議の参加者が、この計画案について議論し、追加提言を行う機
会を得たことを認識し、 

 
会議は、ＡＰＲ計画 2022-2025 を承認し、ＡＰＲスカウト委員会が、会議分科会の議論の意見を含む第２７
回ＡＰＲスカウト会議の各種会議決議で求められた措置を考慮し、また 2022 年 3 月 15 日までに各国連盟か
らの追加意見を検討するという条項の下で原則的にこれを承認する。 
 
 

以 上  

 


